第1回　大阪府泉佐野丘陵地緑地 運営審議会（概要版）
日時：2013年5月15日（水）14:00～17:30

場所：泉佐野丘陵緑地　郷の館
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子

大輪会　戸國剛

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　松井弘
◆欠席

大阪市立大学大学院環境都市工学科准教授　嘉名光市
大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里
泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　大家清信
◆傍聴者

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　4名
◆概要
1．集合・・・14:00

2．リーディング区域、谷口池西側ストックヤードの状況について（現地確認）・・・14:00～14:45
3．開会・・・14:45

所長あいさつ、出席者紹介、会長の選出、H25年度 運営審議会開催計画
4．報告案件2件・・・14:55～15:35
①平成24年度大輪会からの支援について
②パーククラブ活動報告（3～4月）
5．協議案件3件・・・15:35～16:00
①パークレンジャー養成講座について
②パークレンジャーステップアップ講座について
6．望みの丘　ゾーニングについて（ポイント確認）・・・16:00～16:15
7．望みの丘　ゾーニングについて（現地確認）・・・16:15～17:15

8．閉会
・・・17:30

〇会長の選出について
・事務局より、会長を昨年度に引き続き増田先生をご推挙したところ、全員異議なく承認された。

◆平成25年度 運営審議会　開催計画について
大阪府（事務局）より平成25年度 運営審議会　開催計画について説明
◆平成26年 泉佐野丘陵緑地 中地区 開放に向けた検討（案）について
・広場や園路の名前はついているか。小道も名前があると良い。
・利用や管理のための図面がもう一つあると良い。どこまでが自由散策で、どこが管理区かということがわかると良い。
・スケジュールに関して、棚田利用の内容が、年次計画に入ってくる可能性がある。
・開園イベントをいつ頃から議論するか考えないといけない。
・H26中地区開放に向けた検討スケジュールの項目の中で、抜けている項目がないか考えてもらいたい。
・審議会に諮る前には、これまでどおり大阪府とパーククラブとの間で協議をしてから、審議に諮るという流れにしていただきたい。
＜報告案件1：平成24年度大輪会からの支援について＞
大阪府（事務局）より大輪会からの支援について説明
◆大輪会からの支援について
・このような大輪会の支援については、どこかで広報はされているのか。
・岸和田土木事務所のホームページには載せられるように対応したい。
＜報告案件2：パーククラブ活動計画（３～４月）について＞
大阪府（事務局）よりパーククラブ活動計画（3～4月）について説明
◆活動記録について
・4月からは月に9～10回の活動を１枚のシートにまとめている。簡素化を図っている。
・1、2行程度で良いので、「今後に向けた課題」の項目を加えてはどうか。
◆活動報告書について
・活動報告書は、会員には郵送しているのか。
・メールで送っている。アドレスがない人は「郷の館」で確認してもらっている。
◆安全管理について

・4月の活動中にケガがあった。クラブとしての安全教育も必要になってくる。
・「堺自然ふれあいの森」では、指定管理者から安全管理講習をしてもらっている。
・年に1回は、安全講習をやっておいた方が良い。
・AEDの設置に合わせて救急救命講習をやりたいと考えている。
・いろんなことを想定して、何か起きた時の対応マニュアルを作る必要がある。
・一度、全体を対象に安全講習をやりたいと思う。
＜協議案件1：パークレンジャー養成講座について＞
大阪府（事務局）よりパークレンジャー養成講座について説明
・これまで、修了後1回目だけ参加して、その後全く参加しない方がいた。養成講座の期間中に、何回かボランティア活動に参加してもらうという条件を加えたい。
・ボランティア体験については、もう一回分講座を増やすか、全6回の中に組み込むかどちらかだと思う。
・増強していこうとして増やす仕組みを入れると定着率が落ちたり、参加率が落ちるのは仕方ない。どっちを選択するか。３～４年活動して固まったメンバーで10年やっていくかという話になる。ただ、その活動は10年で終わりかもしれない。
・組織の議論になるが、決議権を持っている会員とビジターという楽しみには来る会員と両方がいて、会の運営の決定権はコアメンバーとクラブメンバーで決定権を持つ。ビジターはファンクラブみたいなもので来てくれたらもうけもん。その辺は皆さんで一度議論しないといけない。
＜協議案件2：パーククラブステップアップ講座について＞
大阪府（事務局）よりパーククラブステップアップ講座について説明
・1回目はパーククラブが考える拠り所になるために、いろんなアイデアフラッシュの講習会やりますよと。後は未定ですというような資料の方が良い。
◆望みの丘　ゾーニングについて（ポイント確認）
大阪府（事務局）より望みの丘　ゾーニングについて説明（郷の館にて）
・来年の開園に向けて園路をどう管理するかについて議論しておかないといけない。
・コラボレーション区域について、ある程度公園を一巡できる園路を想定している。
・あとはどう維持するかの問題。パーククラブと一緒に管理するのか。管理者として維持するのか。管理者が維持するルートと、パーククラブが活動として維持するルート、その辺り決めておく必要がある。
・ここの公園をこれから長い間利用していく上で、今の時点では、少し地形を変えることになるかもし
れないが、将来的にはそうした方が良いというところがあれば、大阪府として考えていった方が良い。
・今の植生に拘るあまり園路として必要な基本的な構造が阻害されるのはまずい。植生は時間が経てば
変わってくる。総合的にやっていただいたら良い。
◆望みの丘　ゾーニングについて（現地にて）
大阪府（事務局）より望みの丘　ゾーニングについて　歩きながら方針を確認
◆次回の開催について
7月上旬開催予定　別途調整
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